
 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

月の行事予定 

日 曜 内  容   ☆SC 来校日 

1 土   

2 日                                                                                             

3 月 全校朝会 

4 火 遠足（４年）              ☆ 

5 水                                                                                       

6 木 読書タイム 遠足（２年） 

7 金 ICT 朝会 委員会            ☆ 

8 土 土曜授業 土曜補習  

9 日  

10 月  

11 火 安全指導                              ☆ 

12 水 読書タイム 避難訓練（起震車） 

13 木 音楽朝会 

14 金 食育朝会 クラブ活動          ☆ 

15 土               

16 日  

17 月 全校朝会 

18 火 遠足予備日（２年）                     ☆  

19 水 読書タイム 

20 木 児童集会 連合音楽会（４年） 

21 金 詩集いけがみ朝会 クラブ活動      ☆                 

22 土           

23 日  

24 月 全校朝会 

25 火                  ☆ 

26 水 読書タイム 移動教室前検診（６年） 

27 木 移動教室（６年） 

28 金 読書タイム 移動教室（６年）           ☆                   

29 土  

30 日  

31 月 全校朝会 生活科見学（１年） 

大田区立池上小学校 

校長 菅原 進 

令和４年度１０月号 

「健康でねばり強い子」「よく考え工夫する子」「みんなのために働く子」 

※各行事は、感染状況等で中止となる場合があります。 

    「一層の授業改善に向けて」 
校長 菅原 進 

   
 秋も深まり、各地から収穫の便りが聞かれるようにな
りました。新学期に入って 1カ月が経ち、子供たちは学
習や運動等、様々な活動に励んでいます。 

さて、９月の学校公開には、御多用のところ多くの保
護者の皆様に御来校いただきました。新型コロナウィル
ス感染症対策のため教室内の参観人数を制限しました
が、御協力により混乱もありませんでした。また、アン
ケートにも御協力いただき、ありがとうございました。
６月同様、Forms でお答えいただいた５項目中、授業の
在り方については次のような結果でした。「子供たちにと
って分かりやすい授業をしていた」に対しては、Ａ：「よ
くあてはまる」、Ｂ：「あてはまる」が合わせて約９８％
と前回より３ポイントアップ。「子供たちの学習意欲が高
まるよう、教材や教具を工夫していた」のＡ・Ｂ評価が
約９７％で 1ポイントアップしていました。 

 
 
 
 
 
 
 
感想でも、「授業に全員で参加をするような雰囲気作

り、工夫をしていると思いました」「インプットだけで
なくアウトプットを 45分間の短い授業内にうまく組み
込まれていて、とても感心しました」「その都度、ペア
で意見交換しながら授業をすすめていたので飽きずに皆
が参加していました」「友達同士で積極的にワークシー
トを交換し、楽しそうに感想を述べ合っている様子がと
ても良かったです」といったお言葉をいただきました。
こうした皆様の声が、教員への励ましと改善のアドバイ
スとなっています。 
本校では、校内研究で「思いや考えを伝え合い、協働

して学習する児童の育成」に取り組んでいます。話し合
い活動の系統的な指導のあり方を工夫するとともに、そ
の目的を明確にし、ペアやトリオ、グループ等で考えを
深める活動を取り入れてきました。また、ＩＣＴ研修を
重ね、お互いの考えを 
画面上で共有したり、 
新たな考えを加えて電 
子黒板で発表したりす 
る機会も増やしていま 
す。今後とも、こうし 
た実践を通して授業改 
善に取り組んでまいり 
ますので、御理解、御 
協力のほど、よろしく 
お願いいたします。     【校内ＩＣＴ研修の様子】          

『物を大切にしましょう』 
                   生活指導部 

持ち物には、自分一人で使う物と学校や公共の場で使

う物がありますが、どちらも丁寧に扱うことが大切で

す。そして、使った物は後から使う人のことを思いなが

ら、後始末ができると気持ちよく過ごせます。また、自

分の持ち物にはしっかりと名前を書く習慣を付けまし

ょう。 


